
区民と区長のタウンミーティング グループワーク意見

１班 ２班 ３班 ４班

地域の子育て

・地域での子ども会の存在について。地域で差がある。子ど
も会を支えるスタッフが不足している。町会に加入してない
世帯も多い。子どもが参加したくなる行事企画したいが。
・中野地区まつり。地区委員として携わりお手伝いしている
が中野区でも貴重な行事と思うので、続いてほしい。
・子育て小さい時親子で参加行事など、まず子どもを地域に
出す。
・子ども が集まれる場所が必要。遊び場。カレーの会に参
加する。
・新しく立ち上げる事はとても良い事と思いますが何でもか
んでも参加して良いのか？
・子育てはしやすい地域と思う。児童館は充実しているしマ
マカフェやすくすく広場など、お母さん方が情報交換できる。
・月曜の居場所ができてありがたい。日曜の居場所は？
・カレーの苦手な子はどうする？

・若い人の地域の行事の参加が少ない。
・自分の町会を知らない。親も知らない。地域を知らない。
・マンション５５世帯、誰が住んでいるかわからない。
・子どもにとって安全な社会ではなくなった。
・道・建物が安全ではない。
・弥生６のみらい公園は多くの子どもや親でにぎわってい
た。これからもこのような楽しめる公園になるようにリニュー
アルしてほしい。

　 ・地域主体→地域住民が見守りしています、と主張。→利用
者はさして感じてない。
・地域主体をどの様な内容でとらえるのか、と思うのです
が、地域主体より、自分がやりたいことをさがしているので
はないか。
・子ども食堂やすくすくひろばなど、地域主体の子育てをさ
れている中野区の南地区。やはり、お金とかではなくやりが
いを感じる、やりたいという声をはげみに、主体的に動いて
いる人がいると感じた。常に地域で声をかけあいながら助
け合うことが必要。昔の方が地域主体。

保育サービス

・助けてください。保育園、行政。場所、私立、人気。
・区立保育室→2020年3月　経過措置で閉鎖してしまう。
・待機児童対策をどう思っているのか。認可外保育施設閉
室している。
・待機児童対策はどうなっているか。
・保育園行政はどうするか。
・中野区としての場所、幼保をどうしたら、いっしょにできな
いか。

子育て家庭

・子ども（小学生ぐらい）が少ない。習いごとが多すぎるのか
な。
・子育ての手伝いをやっていますが、自分の時との違いを
昔の育て方とのギャップを感じています。

・あいさつできない子どもが増えてきている。子どもが忙し
い。
・子どもが住みづらい世の中になっている。
・子どもがあいさつをしなくなった。
・運動会に出る子どもが少ない。子どもがおけいこで忙し
い。
・友達と遊ぶ時間がない。
・先生とか少なくなっても学校残してほしい。
・子どもは素直だから親に従う。
・今のお母さんが変わらない。
・大事に育てすぎではないか。
・おまつりでもらう駄菓子を断わることもある。
・親子との関わりづらくなって来ているように思います。

・あいさつ、安全、道徳感。地域との絆の作り方。
・子育て支援は他の区とくらべて遅れている。〈墨田区〉提案
してくれる。保育コンシェルジュ。
・子ども。学校教育。
・区内でも地域差があると思う。
・日中いるお母さんの施策はあるが→土・日働く母たちへの
子育て支援がないのでは。
・ずっとお母さんだけで子育てするのはむずかしい。両親で
子育てできる世の中、社会にしていって欲しいが。

・保護者の認識次第で子どもの成長が変わる。地元の人が
核になり、結婚などで入ってきた人を仲間として受け入れる
状況を作る。
・子育て支援としては人間関係が密にならないとできない。


